
京都市
F i l e  N o. 02

2021年度
(2020年実施)

2022年度
(2021年実施)

2023年度
(2022年実施)

2024年度
(2023年実施)

2025年度
(2024年実施)

受験者数 1,764 1,561 1,326 1,245 1,282
採用予定者数 375 345 235 235 305

▼︎�受験者数等推移

求める教員像
○子どもへの教育的愛情と教職への使命感や情熱をもっている
○常に自己研鑽に努め，子どもと共に学び，成長しようとする姿勢がある
○チームとして周囲と連携・協働でき，幅広い知見で課題解決する力がある

出願期間
公開日　３月４日（火）
電子申請　４月１日（火）9:00～４月30日（水）正午

試験日程

１次試験
　試験日　筆記：６月14日（土）　面接：６月15日（日）・21日（土）・22日（日）の指定した日　　
　合格発表日　８月１日（金）
２次試験
　試験日　８月16日（土）・17日（日）　　合格発表日　９月12日（金）

年齢制限 昭和41年４月２日以降に生まれた者

募集教科
［小］　［中］国語，社会，数学，理科，音楽，美術，保健体育，技術，家庭，英語　［高］国語，地理歴史・公民，数
学，理科（物理，化学，生物），音楽（作曲，金管楽器（ホルン，トランペット，トロンボーン，チューバ）），英語，
情報，工業（機械，電気・電子，建築・土木）　［総合支援学校］　［養］　［栄］

特記事項

■特別選考　●国際貢献活動経験者特別選考　１次の教職・一般に代えて論文試験を実施。●フロンティア
特別選考　以下の３コースにおいて普通免許状を有しない者の受験可。○理数工コース　１次の教職・一般
と専門に代えて，論文試験を実施。○保健体育コース　１次の教職・一般と専門に代えて，論文試験を実施。
個人面接で加点。２次の体育実技を免除。○英語コース　１次の教職・一般と専門に代えて，論文試験を実施。
英語の実技（リスニング）を免除。●現職教諭特別選考　１次の教職・一般を免除。個人面接で加点。●障害
者特別選考　障害の程度に応じて配慮を行う。普通免許状を有しない者の受験可。●大学３回生等JUMP 
UP特別選考　○大学３回生等コース　１次の教職・一般と専門を実施。［中・高］英語志願者は実技の受験が
必要。○合格者コース　前年度３回生時に合格した者は，１次の教職・一般と専門を免除。○一部合格者コー
ス　前年度３回生時に教職・一般のみ合格した者は，１次の教職・一般を免除。
■特例　●第１次試験全部免除　次の㋐・㋑は１次を免除。㋒・㋓は１次を免除し，２次に加えて個人面接を
実施。㋐前年度実施試験第１次試験合格者等　㋑前年度不合格者のうち上位者　㋒大学・大学院推薦制度合
格者　㋓離職者チャレンジ制度　●第1次試験の一部免除等　次の㋐は１次の教職・一般を免除。㋑・㋒は１
次の教職・一般に代えて論文試験を実施。㋓は１次の英語の実技を免除。㋐常勤講師（臨時的任用職員）　㋑
社会人経験者チャレンジ制度　㋒理数工志願者チャレンジ制度　㋓英語資格所有者

新規情報

■３年生受験　全校種対象。■初任給　小・中・高で大卒約293,100円，修士修了約309,300円。総合支援
学校で大卒304,500円，修士修了320,700円。教職調整額，地域手当，義務教育等教員特別手当を含む。
他に，扶養手当，住居手当等が支給される。■初任者研修　「教員としての徹底した基盤づくり」となる研修を
意識。■臨時的任用教員の研修　あり。■へき地／離島勤務　義務ではない。■懲戒処分の指針　策定し，
HPで公開。■部活指導の地域移行　令和９年度までは現行の学校部活動を維持し，令和10年度中に地域展
開の実現を目指す。

面　積 828 ㎢
人　口 1,433,071人
市の花 ツツジ，ツバキ，サトザクラ
市の木 シダレヤナギ，タカオカエデ，カツラ

小学校 中学校 高等学校

いじめ（件） 3,100※

不登校（人） 1,282 1,869 ―

▼�令和５年度　問題行動調査でのいじめの
　認知件数と不登校児童・生徒数（市立学校）

※特別支援学校を含む
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2026年度（2025年実施） 筆記試験DATA

　〈教職教養〉では例年，五択形式で幅広い分野か

ら出題されており，今年度も同様であった。

　学習指導要領では，総則から「第4 児童の発達の

支援」に関する問題が出題された。

　教育原理（特別支援教育，人権教育等）のうち，

特別支援教育は幅広い領域から出題されている。今

年度は「通常の学級に在籍する障害のある児童生徒

への支援のあり方に関する検討会議報告」（2023年）

に関する問題のほか，障害者虐待の防止，障害者の

養護者に対する支援等に関する法律の理解を問う問

題が出題された。人権教育では，「人権教育の指導

方法等の在り方について［第三次とりまとめ］」

（2008年）が頻出である。今年度は「指導等の在り

方編 第1章 学校教育における人権教育の改善・充実

の基本的考え方 1.人権及び人権教育」から人権感覚

に関する問題と技能的側面を問う問題が出題された。

　生徒指導では，「いじめの重大事態の調査に関す

るガイドライン」（2024年）が出題された。

　教育時事では，「学校事故対応に関する指針【改

訂版】」（2024年）から「本指針の目的・対象・構

成」を問う問題等が出題された。

　教育法規では教育基本法第4条第3項，第5条第2

項，第10条が出題されたほか，教育公務員特例法

第22条，第22条 の4，第23条，第25条 第2項 等 も

出題された。条文のキーワードを押さえておくこと

が重要だ。

　教育心理では，マズローの欲求階層説を問う問題

や，発達理論（ヴィゴツキー，ピアジェ，ボウルビ

ィ，ハヴィガースト等）に関する問題が出題された。

理論の特徴や提唱者名等を広く整理したい。

　〈一般教養〉のうち，人文科学では例年，現代文読

解以外の国語と英語（英文法・構文）を中心として，

音楽等からも幅広く出題されており，今年度も同様

の出題であった。社会科学では幅広い分野から出題

されており，今年度は世界史，地理，政治，倫理等

に関する問題が出題された。自然科学では例年，数

学（式の計算等）と理科全般から幅広く出題されて

おり，今年度も同じような傾向となった。

▶頻出の人権教育の指導方法等の在り方
▶幅広い領域から出題される特別支援教育
▶人文科学は国語（文法や現代文読解以外）と英語（英文法・構文）
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自治体別試験DATA＆分析
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